
“報道しない自由”で天皇陛下の御真影が燃やされ・踏まれる動画は問題視せず、
あいちトリエンナーレの中止は“表現の自由の危機！”と批判するTV・新聞・野党
日本人の心を踏みにじる展示会は“表現の自由”で許されるものではない

虎ノ門ニュース（2019年8月 DHCテレビ）
昭和天皇を肖像を燃やす映像は表現の自由ではない

あいちトリエンナーレの展示会について虎ノ門ニュースの各曜日のコメンテーター
陣が相次いで苦言を呈してる。

百田尚樹氏（作家）
「昭和天皇の肖像を燃やす映像は芸術ではなく個人の尊厳を著しく貶めるもの。間
抜け日本人の墓という特攻隊で亡くなった人達の侮辱する物もある。芸術作品なら
何しても良い訳ではない。10億以上もの税金を使ってやってる。許されない。表
現の自由のレベルじゃない」

井上和彦氏（ジャーナリスト）
「日本メディアは『表現の自由！』と言いながら展示内容をしっかり報道しない。
昭和天皇の御真影を燃やす映像は表現の自由じゃない！展示内容に触れず『憲法違
反！』と主張してるが憲法第一条を読め！国民が怒るから“報道しない自由を行使”
し展示内容を報道してない」

竹田恒泰（作家）
「津田大介は被害者面してるが加害者。自分がやろうとした表現が適切か一言も触
れない。被害者面してるが昭和天皇の御真影を焼くパフォーマンスで傷ついた人は
どうなる？加害者と認識すべき」

立憲民主党昭和天皇を写真を燃やす映像を
『表現の自由』で全力擁護
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